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ヽ

日
本
霊
異
記
の
成
立
に
関
し
て

―
―
前
国
家
本
と
真
福
寺
本
と
の
比
較
か
ら
―
―

一

日
本
霊
異
記
の
伝
本
と
し
て
主
要
な
も
の
と
し
て
は
、
上
中
下
三
巻
に
わ
た

っ
て
存
す
る
高
野
本
が
、
ま
づ
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ね
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
そ
の
所
在
が
不
明
に
な
っ
て
ゐ
る
と
い
は
れ
る
原
本

（屋
代

弘
賢
が
借
覧
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、核
斎
が
そ
の
校
本
の
跛
に
書
い
て
ゐ
る
。）
を

は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
系
統
の
国
立
国
会
図
書
館

（「上
野
図
書
館
本
し

や
水

戸
彰
考
館
や
京
都
三
手
文
庫
な
ど
に
あ
る
諸
本
が
、
い
づ
れ
も
略
本
で
あ
る
の

が
惜
ま
れ
る
。

興
福
寺
本
は
、
古
さ
と
伝
来
の
確
か
さ
と
に
お
い
て
重
要
な
伝
本
で
あ
る
が
、

上
巻
の
み
し
か
な
く
、
真
福
寺
本
は
中
下
巻
し
か
な
い
。

こ
こ
に
主
と
し
て
取
上
げ
る
前
田
家
本
は
、
下
巻
の
み
の
零
本
で
、
真
福
寺

本
と
対
比
し
て
見
た
場
合
、
そ
の
両
者
の
間
に
か
な
り
の
相
違
す
る
と
こ
ろ
が

あ

っ
て
、
そ
れ
に
関
し
て
は
、
す
で
に
池
田
亀
鑑
博
士
や
松
浦
貞
俊
氏
や
武
田

疏
吉
博
士
な
ど
多
少
論
ぜ
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
細
部
に
渉

っ
て
の
検
討

は
未
了
と
い
ふ
の
が
研
究
上
の
現
段
階
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
言
ふ
ま
で
も
な

く
本
書
編
述
の
順
序
は
、
上
巻
が
雄
略
天
皇
か
ら
聖
武
天
皇
ま
で
、
中
巻
が
聖

武
天
皇
か
ら
淳
仁
天
皇
ま
で
、
そ
し
て
下
巻
が
孝
謙
天
皇
に
始
ま
る
年
代
順
に

八

木

毅

よ
る
説
話
配
列
の
方
法
を
と
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
本
書
の
成
立
に
関

す
る
問
題
を
解
く
鍵
は
、
よ
り
多
く
下
巻
に
存
す
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
わ
た
く
し
は
下
巻
に
お
け
る
各
話
文
末
の
異
同
、
文
字
の
誤
脱
や
表
記
の

仕
方
、
訓
釈
の
順
序
、
今
昔
物
語
に
採
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
の
本
文
な
ど
、
種
々

の
角
度
か
ら
前
国
家
本
と
真
福
寺
本
と
を
比
べ
て
見
て
、
そ
の
書
誌
的
な
検
討

の
結
果
が
、
日
本
霊
異
記
の
成
立
の
問
題
と
ど
の
や
う
に
か
か
は
り
合
ふ
も
の

で
あ
る
か
に
つ
い
て
考
へ
て
み
た
い
。

二

前
田
家
本
と
真
福
寺
本
と
の
間
に
お
け
る
形
態
上
の
著
し
い
相
違

の

一
つ

は
、
各
説
話
の
文
末
部
に
お
か
れ
て
ゐ
る
述
作
者
乃
至
は
編
述
者
の
立
場
に
立

っ
て
の
感
想
ま
た
は
要
約
と
い
っ
た
所
謂
抽
象
的
文
言
の
有
無
で
あ
る
。
　
即

ち
、
真
福
寺
本
に
は
あ
る
の
に
前
田
家
本
に
は
な
い
も
の
に
つ
い
て
挙
げ
て
み

る
と
、

田
博
士
本

文
末
の

「抽
象
的
文
言
」
（前
田
家
本
）

「贅
口
」
以
下
三
十
七
字
な
し
。

「是
亦
奇
異
之
事
也
」
の
七
字
な
し
。



十 十
二 一 十 九 八 七 六 五 四 二

378  378 377 376  375 374  372  372 371  369 369  368 367 365 365 364 363 362 360

-2   6 -4  3 -7  4 -2 2  1 -2  2   3  6 -3  4  5  5  7  3

十
三
十
四

十
五

十
六
十
七

十
八
十
九廿

十

一

「
云
、
」
と
の
み
あ

っ
て
五
十
三
字
な
し
。

「賛
日
」
以
下
五
十

一
字
な
し
。

「是
奇
異
之
事
実
」
の
大
字
な
し
。

「営
知
」
以
下
四
十
字
な
し
。

「故
於
」
以
下
二
十
字
な
し
。

「誠
知
」
以
下
三
十
二
字
な
し
。

「贖
祓
」
以
下
九
字
な
し
。

「諒
知
」
以
下
三
十
字
及
び

「賛
曰
」
以
下
四

十

一
字
な
し
。

「定
知
」
以
下
十
九
字
な
し
。

「賛
曰
」
以
下
二
十
三
字
及
び

「誠
知
」
以
下

十

一
字
な
し
。

「是
乃
」
以
下
十
六
字
な
し
。

「若
」
以
下
十
九
字

〔
こ
の
間
に

「云
く
」
あ

り
〕
及
び

「方
広
経
」
以
下
二
十
九
字
な
し
。

「樫
貪
」
以
下
七
十
五
字
な
し
。

「云
、
」
の

二
字
傍
に
小
書
。

「法
事
」
以
下
三
十
七
字
な
し
。

分
注
十
二
字
、
　

「誠
知
」

以
下
二
十
三
字
な

し
。「而
由
」
以
下
五
十
八
字
な
し
。

「我
聖
朝
」
以
下
十
九
字
な
し
。

「者
」
以
下
二
十
三
字
な
し
。

「云
く
」
で
文

を
終
る
。

「深
信
」
以
下
十
字
な
し
。

十
二
十
三
十
四

十
五

十
六
十
七
十
八
十
九升

升

一

升
二
升
三
井
四
升
五
片
六
升
七
升
八

３９

　

一

388 387 385

-6-4-2

383 381 380

4-5 6

384

7

39: 398 397 395 394 393 392 391

409  2  2 -1 -6 -3  4 -6

「誠
知
」
以
下
三
十

一
字
な
し
。

「者
」
以
下
六
字
な
し
。

（前
田
家
本
で
は
巻
末
第
升
九
と
な
り
、
そ
の

（
文
砂
腸
晟
雛
打
Ⅶ
脇
補
（赴
州
γ
ず
つ預
錮
栃
槌
山

（以
下
前
田
家
本
で
は
、
前
段
の
関
係
で
段
数

が
真
福
寺
本
と
一
段
づ
つ
ず
れ
て
こ
の
段
第
十

四
。）
「而
」
以
下
十
五
字
な
し
。

文
末
、
大
体
真
福
寺
本
と
同
じ
も
の
が
あ
る
。

″″″

（最
後
の
と
こ
ろ
前
田
家
本

「是
也
」
と
あ
る

の
が
真
福
寺
本
に
は
　
一‐是
以
慎
信
癸
」

と
あ

る
。）

（最
後

「誠
知
是
聖
非
凡
癸
」
は
前
田
家
本
で

は

「知
」
が
な
い
だ
け
。）

″″″″″″〃

前
半
Ａ
歌
詠
の
表
相
の
説
話
∨
な
し
。

Ａ
山
部
天
皇
御
世
∨
以
下
あ
り
。



こ
の
や
う
に
前
田
家
本
に
は
、
真
福
寺
本
に
比
べ
て
多
く
の

「省
略
」
が
あ

る
。
こ
れ
が
従
来
言
は
れ
て
き
た
や
う
に

「省
略
」
な
の
か
、
そ
れ
と
も
本
書

の
初
稿
本
と
か
原
初
本
と
か
言
は
れ
る
も
の
の
姿
を
伝
へ
て
来
て
ゐ
る
も
の
と

考
へ
る
べ
き
な
の
か
。
そ
れ
は
以
下
に
述
べ
る
事
柄
と
関
聯
さ
せ
て
考
へ
る
と

後
者
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
右
の
表
に
よ
る

と
、
第
十
四
段
以
下
に
、
そ
れ
よ
り
前
と
非
常
な
相
違
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

で
あ
ら
う
。
そ
し
て
第
十
六
段
以
下
に
両
本
間
の
文
末
部
の
相
違
の
少
い
の
は

一
般
に
真
福
寺
本
の
こ
の
部
分
が
簡
略
、
未
成
長
で
あ
る
こ
と
に
由

っ
て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
下
巻
前
半
部
に
お
い
て
は
、
真
福
寺
本
は
前
田
家
本
よ
り

も
相
当
程
度
の
成
長
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
後
半
部
に
は
ま
だ
及
ん
で
ゐ
な
い
と

い
ふ
こ
と
が
で
き
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三

前
田
家
本
の
方
が
真
福
寺
本
よ
り
も
未
成
長
な
段
階
に
あ
る
と
い
ふ
こ
と

は
、
そ
れ
が
未
精
撰
本
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
さ
う
い
ふ
わ
け
で
真
福

寺
本
に
お
い
て
確
か
さ
を
欠
く
部
分
の
復
元
に
は
、
前
国
家
本
の
本
文
が
非
常

に
役
立
つ
の
で
あ
り
、
ま
た
援
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
例
を
次
に
若

千
挙
げ
て
み
よ
う
。

∧
真
福
寺
本
第
十
五
∨
　
∧
前
田
家
本
で
は
∨

祖
父
九
　
　
　
　
　
　
　
祖
父
麻
呂

傭
債
　
　
　
　
　
　
　
　
傭
賃

く
不
論
　
　
　
　
　
　
　
昼
夜
不
論

く
日
　
　
　
　
　
　
　
　
白。
壁．
天。
皇。
世．
宝。
亀．
六。
年。
乙。
ル
夏。
六．
月．
十．
六。
日

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
下
吹
強
風
降
暴
雨

離
木
　
　
　
　
　
　
　
　
雑
木

解
祇。　
　
　
　
　
　
　
　
解
秘

西
田
町
　
　
　
　
　
　
　
面
田
野
浦

伯
　
　
　
　
　
　
　
　
泊

土
く
等
　
　
　
　
　
　
　
土
人
等

小
子．　
　
　
　
　
　
　
　
小
男．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐

若
固。　
　
　
　
　
　
　
　
若
是。鬼．魅。賂

光．
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先。
事

こ
れ
は
ご
く

一
例
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
い
ち
い
ち
両
本
の
本
文
を
こ
の
や
う

に
照
合
す
る
ま
で
も
な
く
、
武
田
祓
吉
博
士

（朝
日
古
典
全
書
）
本
の
頭
注
校

異
の
、
特
に
下
十
七
、
十
二
、
十
三
、
十
四
、
十
五
、
十
六
、
升
、
升

一
、
升

三
、
升
五
、
升
八
後
半
な
ど
を
見
ら
れ
れ
ば
、
右
に
述
べ
た
如
き
事
情
が
直
ち

に
理
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
前
章
に
お
い
て
、
下
巻
後
半
部
は
、
前
田
家
本

と
文
末
部
の
体
裁
が
大
体
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
に
、
こ
こ
で
は
本

文
上
の
相
違
の
多
い
こ
と
を
指
摘
す
る
の
は
、　
一
応
矛
盾
の
あ
る
現
象
の
や
う

に
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
前
述
の
や
う
に
、
そ
の
部
分
は
、
真
福
寺
本
の

方
が
前
田
家
本
の
も
つ
未
精
撰
的
性
格
に
近
い
。
換
言
す
れ
ば
、
真
福
寺
本
の

方
が
、
よ
り
古
い
形
の
Ａ
前
田
家
本
に
近
い
も
の
∨
か
ら
伝
来
し
て
く
る
過
程

に
お
い
て
、
下
巻
前
半
部
は
か
な
り
増
補
、
精
撰
せ
ら
れ
た
の
に
、
も
と
の
下

巻
後
半
部
は
、
さ
う
し
た
作
業
か
ら
取
残
さ
れ
た
為
に
本
文
が
稽
粗
末
に
な

っ

た
。
そ
れ
に
対
し
て
前
田
家
本
は
、
後
に
も
述
べ
る
や
う
に
そ
れ
程
流
布
せ
ず

升
九

∝

　
４

405 404

1-3

は
つこ中勒い
け蠅
一らヵ、とれっこ̈
顎
叶
翻韓
砂款
救
務

「内
教
」
以
下
十
八
字
も
同
じ
く
な
し
。

「同
宮
九
」
以
下
三
百
八
十
三
字
欠
字
。



に
あ

っ
た
の
で
、
自
然
本
文
の
動
く
機
会
が
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
見

ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
右
の
や
う
な
両
本
間
の
相
違
が
生
じ
た
と
考
へ
て
よ
い
ゃ

う
で
あ
る
。

四

さ
ら
に
前
田
家
本
の
方
が
、
真
福
寺
本
よ
り
も
古
い
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
点

に
つ
い
て
追
求
し
て
ゆ
か
う
。

日
本
霊
異
記
は
、
説
経
の
た
め
の
話
と
し
て
の
説
話
が
集
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
と
見
て
差
支
へ
な
い
の
で
あ
る
が
、
上
巻
の
序
文
に
よ
る
と
、

「昔
漢
地

に
冥
報
記
を
造
り
、
大
唐
国
に
般
若
験
記
を
作
り
き
。
何
ぞ
た
だ
他
国
の
伝
録

に
慎
み
て
自
土
の
奇
事
を
信
け
恐
れ
ざ
ら
め
や
」
と
あ

っ
て
、
漢
土
の
仏
教
就

話
集
に
対
抗
し
て
述
作
す
る
旨
を
明
ら
か
に
し
て
ゐ
る
。
そ
の
や
う
な
動
機
で、

編
述
さ
れ
た
本
書
に
お
い
て
は
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
話
が
、
い
つ
の
こ
と
で

あ
る
か
を
示
す
の
に
、
風
上
記
の
説
話
の
場
合
と
同
様
に

「何
々
天
皇
之
世
」

と
い
ふ
言
ひ
方
を
用
ひ
て
ゐ
る
。
風
上
記
に
つ
い
て
見
る
に
、
常
陸
国
風
土
記

で
は
、
「淡
海
大
津
朝
」
（香
島
郡
）
と
い
ふ
の
が

一
例
あ
る
ほ
か
は
全
部

「何

々
天
皇
之
世
」
皇
后
や
国
宰
の
治
世
に
よ
り
示
す
場
合
に
は

「之
時
」

「時
」

が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
っ
た
や
う
な
表
記
上
の
統

一
が
あ
る
。

播
磨
国
風
土
記
は
、周
知
の
如
く
未
精
撰
な
述
作
な
の
で
、体
裁
上
の
不
統

一

が
あ

っ
て
、
同
じ
郡
内
に
お
い
て
も

「天
皇
御
世
」
「天
皇
之
世
」
（飾
磨
郡
）

と
二
つ
の
表
は
し
方
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
大
体
は

「詳

（或
ひ
は
宮
号
）

十
天
皇
＋
之
世
」
と
あ
る
の
が
基
本
に
な
っ
て
ゐ
る
。

天
平
期
に
入
っ
て
出
雲
国
風
土
記
に
な
る
と
用
例
は
少
い
が
、
「天
皇
御
代
」

（意
宇
郡
）
が
あ
り
、
こ
こ
に

「代
」
が
出
て
く
る
。

注
　
古
事
記
で
は
上
巻
猿
田
昆
古
の
条
や
下
巻
仁
徳
天
皇
の
段
な
ど
に
、

り
」̈』一回いるい世、て綺孫
笏
藝
¨
獅
仁

と
用
ひ
る
の
に
よ
っ
て
見
る
に
、
た
と
ひ
時
代
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、

Ａ
散
文
Ｖ
と
∧
和
歌
∨
と
で
は
用
字
意
識
に
か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
っ

た
も
の
と
み
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
霊
異
記
で
は
、
上
巻
に
は

「代
」
が
多
く
、
中
巻
で
は

「世
」
が
多
く

用
ひ
ら
れ
て
ゐ
て
、
下
巻
で
は
ど
う
か
と
言
ふ
に
、
前
国
家
本
は

「世
」
「代
」

同
数
で
あ
る
が
真
福
寺
本
の
方
で
は

「代
」
が
箱
多
く
な
っ
て
ゐ
る
。
ま
た
孝

謙
天
皇
の
こ
と
を
、
下
第

一
に
お
い
て
は

「諾
楽
宮
宇
太
八
洲
国
之
帝
姫
阿
倍

天
皇
御
代
」
と
非
常
に
長
く
表
は
し
て
ゐ
る
が
、下
第
三
以
下
に
お
い
て
は
「帝

姫
阿
倍
天
皇
代
」
と
両
本
と
も
に
短
か
く
し
て
ゐ
る
点
で
は

一
致
し
て
ゐ
る
も

の
の
、
前
田
家
本
は
、
第

一
、
第
三
、
第
十

一
以
外
で
は
、
す
べ
て

「帝
姫
」

と
い
ふ
の
を
省
略
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
へ
あ
は
せ
て
み
る
に
、
真
福
寺
本
に
見
ら
れ
る
の
は
、

前
田
家
本

（巌
密
に
は

「前
国
家
本
系
の
祖
本
」
）
の

「世
」
「代
」
を
僅
か
で

も
当
世
流
に

「代
」
の
方
に
改
め
か
け
た
こ
と
、
ま
た
省
略
さ
れ
て
ゐ
る

「帝

姫
」
を

「
阿
倍
天
皇
」
の
頭
に
全
部
冠
し
て
、
体
裁
を
整
へ
た
こ
と
は
、
真
福

寺
本
の
前
田
家
本
に
対
す
る
精
撰
の
過
程
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ

な
い
だ
ら
う
か
。

地
名
表
記
の
相
違
の
あ
る
も
の
を
調
べ
て
見
る
と
、
前
国
家
本
に
お
い
て
、

明
ら
か
に
誤

っ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
も
の
は
、
真
福
寺
本
で
は
↓
で
示
し
た
如

く
に
正
さ
れ
て
ゐ
る
。

⌒郷

一６
）

小
阿
郷
↓
小
河
郷

（３６５
２
）
信
能
国
↓
信
濃
国



⌒３６５
７
）
表
江
里
↓
遠
江
里

（３７２
・７）
洛
自
陵
↓
活
目
里

（躙
．
３８〇

一４
）

小
懸
郡
↓
小
縣
郡

⌒３８．
一．）
野
淵
郡
↓
野
州
郡

（
″
）
郷
上
嶺
↓
御
上
嶺

⌒３８３
・８）
海
部
郡
↓
安
諦
郡

⌒３９４
・１）
備
前
国
↓
肥
前
国

ま
た
、
初
稿
本
に
は
恐
ら
く
さ
う
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
地
名

が
、
前
田
家
本
に
あ

っ
て
真
福
寺
本
で
は
そ
れ
が
↓
の
や
う
に
改
め
ら
れ
て
ゐ

ス一
。（

３８．

一．
）

面
田
野
浦
↓
西
田
町

（３９．
４
）
美
濃
国
↓
美
乃
国

（３９３
３）
針
原
郡
↓
榛
原
郡

（３７５
・３）
丹
南
郡
↓
丹
治
比
郡

次
に
両
本
間
の
欠
脱
の
相
違
に
つ
い
て
調
べ
て
見
る
と
、
前
国
家
本
で
は
欠

け
て
ゐ
て
、
真
福
寺
本
に
存
す
る
も
の
は
数
多
く
あ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
若
千

の
例
を
拾
ふ
と
、

（鶴
一．）
兵
之
怨
く
　
　
↑
害

（
３５４
２
）

破
ぐ
）
死
即
死
０
）
生
猪
　
↑
篇
）
芍
）

（躍
７
）

遠
近
く
足
欲
導
　
　
↑
愧
前
非
長
祈
後
善
注
奇
異
事
示
言
提
流
授

手
欲
勧
濡

（３５７
・３）
御
く
大．八洲
国
　
　
↑
宇
太．

（掘
４
）
く
以
法
花
経
　
　
↑
而

（４０．

一７
）
　

「弾
指
」
か
ら
次
の

「弾
指
」
ま
で
四
十
字
を
写
し
お
と
す
。

注
　
く
印
は
前
国
家
本
に
そ
の
部
分
脱
字
に
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
示
す
。

こ
の
や
う
に
前
田
家
本
の
明
ら
か
な
誤
脱
や
、
表
記
上
の

「
不
備
と
考
へ
た

と
思
は
れ
る
点
」
を
、
真
福
寺
本
に
お
い
て
は
補

っ
て
ゐ
る
と
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

五

日
本
霊
異
記
に
は
、
所
謂
訓
釈
な
る
も
の
が
文
中
所
出
の
語
に
付
さ
れ
て
ゐ

る
。
そ
れ
が
各
段
の
文
末
に
纏
め
て
挙
げ
て
あ
る
場
合
と
、
文
中
に
割
注
の
形

式
で
記
入
さ
れ
て
あ
る
も
の
と
が
あ
る
。
真
福
寺
本
で
は

（中
巻
に
訓
釈
が
な

い
の
で
中
巻
下
巻
が
別
系
統
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
。）

一則
者
の
方

法
を
と
り
、前
田
家
本
で
は
、後
者
を
も
混
へ
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
訓
釈
の

配
列
順
序
が
、
真
福
寺
本
で
は
、
本
文
に
そ
の
語
が
出
て
く
る
順
序
に
な
っ
て

ゐ
な
い
で
、
か
な
り

「混
乱
」
し
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
る
。
前
国
家
本
の
方
で

は
、
前
者
の
方
式
に
よ
る
場
合
を
見
て
も
、
真
福
寺
本
に
お
け
る
訓
釈
の
や
う

に
見
か
け
上
の

「混
乱
」
は
殆
ん
ど
な
い
。
今
こ
こ
に
は
、
両
本
と
も
に

「混

乱
」
の
あ
る
も
の
を
例
に
挙
げ
て
見
る
と
、



真
福
寺
本
第
十
七

〇
―
捕
④
次
ｌ
⑭
蔵
ｌ
⑮
際
ｌ
⑤
銅
ｌ
⑥
動
ｌ
⑦
宵
ｌ
⑨
操
ｌ
⑫
悸
然

前
田
家
本
第
十
六

①
争
ｌ
②
掲
ｌ
③
脱
ｌ
④
次
ｌ
⑮
際
ｌ
⑪
惣
ｌ
⑤
飼
ｌ
⑥
動
ｌ
⑦
宵
ｌ
⑨
操

ｌ
⑩
控
①
譲
ｌ
⑦
宵
ｌ
⑩
冊

注
　
○
の
中
の
数
字
は
、
本
文
中
に
こ
れ
ら
の
語
が
出
て
く
る
順
序
を
示

す
。

こ
れ
を
数
存
だ
け
取
り
出
し
て
そ
の
配
列
を
検
し
て
み
る
と
、

∧
真
Ｖ
　
ｌ３
７
・４
・５
τ
６
７
９
１２

Ａ全
別
Ｖ
　
ｌ
２
３
４
１５
一ｎ
一５
６
７
９
１０
■
一７
１３

と
な
っ
て
ゐ
て
前
述
の
「混
乱
」
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
し
て

「混
乱
」

と
言
は
れ
て
き
て
ゐ
る
も
の
は
、
そ
の
数
列
が
ひ
と
続
き
の
一
回
き
り
の
も
の

に
な

っ
て
ゐ
な
い
こ
と
を
さ
し
て
ゐ
る
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
そ
れ
は
ど
う
い
ふ
こ
と
を
意
味
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
真
福
寺

本
の
方
を
見
る
と
、
⑬
の
次
が
④
で
続
か
な
い
。
④
ｌ
⑭
ｌ
⑮
は
本
文
に
語
の

出
て
く
る
順
序
に
な

っ
て
ゐ
る
。
⑮
の
次
に
⑤
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
も
続
か

な
い
。
が
⑤
ｌ
⑥
ｌ
⑦
ｌ
⑨
ｌ
⑫
は
、
こ
れ
ま
た
本
文
に
語
の
出
て
く
る
順
序

に
従

っ
て
ゐ
る
。
か
く
見
て
く
る
と
、

「混
乱
」
と
見
え
た
の
は
実
は
訓
釈
が

こ
の
場
合
で
言
へ
ば
、
三
回
に
渉

っ
て
施
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
へ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
前
田
家
本
の
方
を
見
る
と
、
こ
の
方
は
四
回
に
渉

っ

て
付
注
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら

う
。
こ
こ
に
挙
げ
た
例
は
、
偶
、
前
国
家
本
の
方
が
付
注
回
数
の
多
い
場
合
で

あ
る
が
、
前
田
家
本
で
は
下
巻
の
前
半
は
前
述
の
や
う
に
割
注
形
式
で
、
そ
れ

に
あ
た
る
部
分
の
真
福
寺
本
で
は
、
下
第

一
（五
回
）。
下
第
二

（
二
回
）
。
下

第
三

（な
し
）
。
下
第
四

（五
回
）。
下
第
五

（
一
回
）。
下
第
六

（
二
回
）。
下

第
七

（
二
回
）。
下
第
八

（
二
回
）。
下
第
九

（
二
回
）。
下
第
十

（三
回
）
。
下

第
十

一
（
一
回
）。
下
第
十
二

（
一
回
）
。
下
第
十
三

（四
回
）。
下
第
十
四
（四

回
）。
下
第
十
五

（
一
回
）。
下
第
十
六

（三
回
）
。
下
第
十
七

（
一
回
）。
下
第

十
八

（四
回
）
。
下
第
十
九

（
二
回
）。
下
第
十
公
一回
）。
下
第
十

一
（な
し
）。

下
第
十
二

（
一
回
）。
下
第
十
三

（
二
回
）。
下
第
十
四

（
一
回
）
と
な
っ
て
ゐ

て
、
段
に
よ
っ
て
は
度
か
さ
ね
て
付
注
す
る
こ
と
が
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
と

考

へ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
下
巻
後
半
は
、
両
木
が
同
形
式
で
訓
釈
を
付
し
て
ゐ
る
の
で
、
先

に
示
し
た
や
う
な
方
法
で
比
較
し
て
見
る
と

一薩冊』一・．５２６３４５６

一薩冊義一２５・６８・３９４．０５．．６．３７．４８１０■１２・３・４・５・６

｛薩倒九一１．２２９一４５６８一７

｛薩制
一一・２２３４４５一１

一薩剛〓一］２４５一３

｛薩剛』一・．２３一２

｛薩剛赤一・．３３４７７９一２４５８一６

一薩冊載一・．３２３
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こ
れ
に
よ
っ
て
見
て
判
る
や
う
に
、
大
体
に
お
い
て
前
田
家
本
の
方
が
訓
釈

の
数
が
少
く
且
つ
付
注
作
業
の
回
数
も
少
い
の
に
対
し
て
、
真
福
寺
本
の
方
は

二
回
以
上
の
も
の
が
大
多
数
を
占
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

訓
釈
の
「混
乱
」
を
右
の
や
う
に
見
る
こ
と
に
若
し
間
違
ひ
が
な
い
な
ら
ば
、

訓
釈
の
語
数
が
多
く
付
注
作
業
の
繰
返
し
行
は
れ
た
形
跡
の
あ
る
真
福
寺
本
の

方
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
よ
く
用
ひ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
言
ひ
得
る
の
で

は
な
い
だ
ら
う
か
。　
一
方
前
田
家
本
の
方
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
ひ
ら
れ
る
こ

と
が
よ
り
少
か
っ
た
と
い
ふ
の
は
、
こ
の
文
が
、
よ
り
未
精
撰
な
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
に
由
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

一ハ

今
昔
物
語
に
は
日
本
霊
異
記
か
ら
取
材
し
て
ゐ
る
も
の
の
多
い
こ
と
は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
数
は
日
本
霊
異
記
上
中
下
巻
の
合
計
百
十
六
話
の
内
、

八
十
二
話
に
の
ぼ
り
、
下
巻
は
い
ち
ば
ん
低
率
だ
が
十
四
話
に
達
す
る
。

（数

は
武
田
博
士
本
に
よ
る
。）

本
誌
第
二
十
三
輯

（昭
和
３５
年
８
月
）
に
山
根
賢

吉
氏
が
発
表
せ
ら
れ
た

「今
昔
物
語
集
と
日
本
霊
異
記
と
の
関
係
」
に
よ
る
と

今
昔
物
語
が
日
本
霊
異
記
か
ら
取
材
し
て
ゐ
る
場
合
、
そ
れ
が
直
接
の
場
合
と
、

間
接
の
場
合
と
が
あ
り
、
三
宝
絵
詞
お
よ
び
本
朝
法
華
験
記
の
介
在
に
よ
る
間

接
的
取
材
の
あ
る
こ
と
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
が
、
今
こ
こ
で
は
仮
り
に
下
巻
十
四
話
の
す
べ
て
が
本
書
か
ら
直
接
に
今

昔
物
語
に
取
材
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
し
た
場
合
、
そ
の
原
典
が
、
真
福
寺
本

と
前
田
家
本
と
の
い
づ
れ
に
近
い
か
を
調
べ
て
み
る
と
、
前
田
家
本
に
拠

っ
て

ゐ
る
と
思
は
れ
る
も
の
五
、
他
は
多
分
真
福
寺
本
に
拠

っ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

先
づ
始
め
に
真
福
寺
木
よ
り
も
前
田
家
本
の
本
文
に
近
い
と
見
ら
れ
る
も
の

に
つ
い
て
検
討
し
て
見
よ
う
。
本
書
下
第

一
に
よ
る
今
昔
物
語
十
二
巻
第
汁

一

で
は
、
全
般
に
語
句
の
入
替
へ
、
文
の
補
入
な
ど
が
多
い
が
、
文
末
の
「賛
日
」

以
下
の
三
十
七
字
は
、
前
田
家
本
に
な
い
の
を
承
け
て
今
昔
物
語
に
も
存
し
な

い
。
本
書
下
第
八
に
よ
る
今
昔
物
語
十
七
巻
第
舟
四
で
は
既
述
の
や
う
に
真
福

寺
本
が

「遠
江
里
」
と
正
し
て
ゐ
る
前
田
家
本
の

「表
江
里
」
を
、
今
昔
物
語

で
は
そ
の
誤
り
の
ま
ま
に

「表
江
の
里
」
と
書
き
、
ま
た
真
福
寺
本
に

「或
献

俵
稲
」
と
あ
る
の
が
、
今
昔
物
語
で
は

「或
は
稲
を
持
ち
来
て
奉
り
、
或
は
米

を
持
ち
来
て
奉
り
」
と
あ

っ
て
、
こ
れ
は
前
田
家
本
に

「或
献
稲
米
」
と
あ
る

の
に
よ
っ
て
ゐ
る
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

「誠
知
」
以
下

の
升
字
が
、
前
田
家
本
に
な
い
の
に
今
昔
物
語
に
は
大
体
そ
れ
と
同
内
容
の
も

の
が
あ
る
の
は
、
現
存
の
前
田
家
本
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
ゐ
る
の
で
な
い
こ
と

を
示
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
本
書
下
第
十
に
よ
る
今
昔
物
語
十
四

巻
第
十
七
で
は
、
本
書
真
福
寺
本
の
本
文
に
も
、
か
な
り
の
誤
脱
が
目
に
つ
く
。

真
福
寺
本
、
「粟
国
」
前
田
家
本
、
「阿
波
国
」
が
、
今
昔
物
語
で
は

「阿
波
の

国
」
と
あ
り
、
苑
山
寺
が
や
は
り
前
田
家
本
に
同
じ
で
あ
る
。
本
書
下
第
十
三

に
よ
る
今
昔
物
語
十
四
巻
第
升
で
、
「勘
ふ
る
に
忍
勝
が
申
す
と
こ
ろ
の
如
し
」

と
あ
る
の
は
、
前
田
家
本
の

「校
之
如
白
」
に
よ
っ
て
ゐ
る
の
で
あ

っ
て
真
福

寺
本
で
は

「授
之
如
白
」
と
な
っ
て
ゐ
る
。
本
書
下
第
十
五
に
よ
る
今
昔
物
語

十
二
巻
第
十
四
、
冒
頭
の
部
分
は
人
物

。
時
代
の
提
示
の
順
序
が
今
昔
物
語
で

は
改
め
ら
れ
て
、
ま
づ
時
代
の
提
示
に
始
ま
り
、
人
物
の
出
て
く
る
順
序
も
変

へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
代
の
提
示
は
本
書
で
は

「白
壁
天
皇
世

宝
亀
六
年
乙
卯
夏
六
月
十
六
日
」
と
い
ふ
の
が
、
今
昔
物
語
で
は
冒
頭
に

「白

壁
天
皇
の
御
代
」
と
置
き
、
続
い
て
人
物
を
次
々
に
紹
介
し
、
そ
し
て
記
事
の



発
端
に

「宝
亀
六
年
…
…
十
六
日
」
を
置
い
て
ゐ
る
。
既
述
の
如
く
、
こ
の
部

分
は
、
真
福
寺
本
に
は
な
く
て
前
国
家
本
に
存
す
る
も
の
な
の
で
、
今
昔
物
語

は
前
国
家
本

（現
在
の
前
田
家
本
そ
の
も
の
と
は
言
へ
な
い
。）

に
よ
っ
た
と

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
次
に
調
べ
て
判
る
や
う
に
、
真
福
寺
本
の
本
文
に
よ
り
近
い
も
の

も
あ

っ
て
、
そ
れ
は
数
も
多
い
。
本
書
下
第
二
に
よ
る
今
昔
物
語
十
六
巻
第
廿

七
は
真
福
寺
本
、
前
田
家
本
そ
の
他
の
間
に
本
文
上
の
異
る
と
こ
ろ
は
殆
ん
ど

な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
本
書
下
第
四
に
よ
る
今
昔
物
語
十

四
巻
第
八
も
、
本
書
の
本
文
に
両
本
共
大
し
た
違
ひ
が
な
い
。
前
国
家
本
に
欠

け
て
ゐ
る

「賛
曰
」
以
下
五
十

一
字
が
真
福
寺
本
で
は
僧
を
賛
へ
る
こ
と
に
終

っ
て
ゐ
る
の
に
対
し
、
今
昔
物
語
で
は
舅
の
不
善
を
も
指
摘
し
て
ゐ

ヽる
。
本
書

下
第
六
に
よ
る
今
昔
物
語
十
二
巻
第
十
七
は
、
真
福
寺
本
に

「有

一
大
僧
」
と

あ
る
の
だ
が
今
昔
物
語
で
は

「
一
の
僧
あ
り
け
り
」
と
前
田
家
本
と
同
じ
で
あ

る
。
ま
た

「化
法
華
経
也
」
が
今
昔
物
語
で
は

「化
し
て
経
と
な
れ
り
」
と
あ

っ
て
、
前
田
家
本
に
よ
っ
て
ゐ
る
如
く
に
見
え
る
が
全
体
と
し
て
は
真
福

ヽ寺

ヽ本

の
通
り
に
な
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
が
少
く
な
い
。
標
題
に
真
福
寺
本
で
は

「禅
師

将
食
」
と
あ
り
、
今
昔
物
語
の
標
題
に
も
こ
れ
に
あ
た
る
部
分
が
な
い
の
は
、

前
国
家
本
と
一
致
し
て
ゐ
る
。
本
書
下
第
十
に
よ
る
今
昔
物
語
十
二
巻
第
十
九

真
福
寺
本

「置
於
住
室
」
前
田
家
本

「置
於
住
家
」
は
今
昔
物
語
で
は
、

「住

む
屋
の
う
ち
に
置
き
ま
つ
れ
り
」
と
あ
り
、
前
田
家
本
に
よ
っ
て
ゐ
る
や
う
に

見
え
る
が
、
始
め
の
方
に
出
て
ゐ
る

「安
諦
郡
之
荒
田
村
」

（傍
点
部
前
田
家

本
に
な
し
。）
に
あ
た
る
部
分
は
、　
真
福
寺
本
に
よ
っ
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ

る
。
本
書
下
第
十

一
に
よ
る
今
昔
物
語
十
二
巻
第
十
九
、
冒
頭
の

「南
蓼
原
里

中
蓼
原
堂
」
（傍
点
部
前
田
家
本
に
な
し
。）
は
真
福
寺
本
に
よ
っ
て
ゐ
る
ら
し

く
、
ま
た
逆
に
、
「忽
ち
に
二
の
目
開
き
ぬ
」
と
あ
る
の
は
前
田
家
本

「便
二
日

開
」
（傍
点
部
真
福
寺
本

「亦
し

に
よ
っ
て
ゐ
る
や
う
に
も
見
ら
れ
る
。
本
書

は
下
第
十
二
に
よ
る
今
昔
物
語
十
六
巻
第
十
三
、
真
福
寺
本
と
前
田
家
本
と
の

間
に
大
し
た
相
違
は
な
い
。
「乞
飯
命
活
而
経
数
年
六
傍
点
部
前
国
家
本
「食
し

が
、
今
昔
物
語
で
は

「食
を
乞
ひ
て
命
を
継
ぎ
て
年
ご
ろ
を
経
る
間
」
と
あ
っ

て
敦
れ
に
よ
っ
て
ゐ
る
と
も
断
じ
難
い
。
本
書
下
第
十
三
に
よ
る
今
昔
物
語
十

四
巻
第
九
、
こ
の
段
は
真
福
寺
本
に
よ
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
話
は
本
書
の
両
本
の

間
に
相
当
の
相
違
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
箇
所
の
す
べ
て
が
、
今

ヽ音
物
語
で
は

真
福
寺
本
の
方
に

一
致
し
て
ゐ
る
。
た
だ
前
田
家
本
に

「而
運
七
ヽ
日
己
詑
」

は
今
昔
物
語
に

「七
七
日
既
に
過
ぎ
ぬ
」
と
ぁ
る
の
に
照
応
す
る
が
真
福
寺
本

で
は
単
に

「
七
日
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
本
書
下
第
十
八
に
よ
る
今
昔
物
語

十
四
巻
第
十
六
、
全
体
と
し
て
真
福
寺
本
に
よ
っ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
。
た
だ

文
末
の

「晰
知
」
以
下
の
と
こ
ろ
は
、
前
国
家
本
に
所
出
の
部
分
ま
で
本
書
と

同
じ
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
後
の
部
分
は
真
福
寺
本
で
は
抽
象
的
に
教
訓
を
述

べ
、
さ
ら
に
こ
こ
に
ふ
さ
は
し
い
律
、
経
を
引
用
し
て
結
ん
で
ゐ
る
の
で
あ

っ

て
、
今
昔
物
語
の
方
は
こ
の
段
の
内
容
に
即
し
た

「見
る
人
」

「
こ
の
二
人
」

「経
師
」
な
ど
の
語
を
挿
入
し
て
具
体
的
に
し
た
要
約
と
批
判
に
よ
る
教
と
を

展
開
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
が
、
僅
か
な
相
違
な
の
で
あ
る
。
本
書
下
第
十

一
に
よ

る
今
昔
物
語
十
四
巻
第
升
三
、
こ
の
段
は
真
福
寺
本
と
前
田
家
本
と
の
間
に
問

題
と
す
る
に
足
る
ほ
ど
の
相
違
が
み
ら
れ
な
い
。

こ
の
や
う
に
今
昔
物
語
が
原
拠
と
し
た
日
本
霊
異
記
の
本
文
は
、
前
田
家
本

の
も
つ
本
文
の
特
色
を
少
く
と
も
三
分
の
一
は
も
ち
な
が
ら
、
他
の
大
部
分
が

真
福
寺
本
の
本
文
の
要
素
を
も
つ
も
の
に
よ
っ
て
ゐ
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
今
昔
物
語
の
編
述
者
が
日
本
霊
異
記
か
ら
取
材
す
る
の
に
、
こ
こ
は
前
田

家
本
に
よ
り
、
こ
こ
は
真
福
寺
本
に
よ
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た

ら
う
。
と
い
ふ
わ
け
で
両
本
の
性
格
を
あ
は
せ
持
つ
伝
本
の
存
在
を
考
へ
る
の



で
あ
る
。
現
存
の
前
田
家
本

・
真
福
寺
本
は
敦
れ
も
鎌
倉
時
代
の
書
写
に
か
か

螺
』
詢
蒙
恥
れ
製
権
諦
「
あ
舞

つ 。
『
鶴
け
口
隊
¨
噸
興
力ヽ 「臨
獅
舞
瞥
却
制
に
同

本
の
他
に
、　
日
本
霊
異
記
伝
来
の
途
中
に
前
述
の
や
う
な
性
格
の
伝
本
が
存

し
、
そ
れ
が
今
昔
物
語
編
述
者
の
典
拠
に
な
っ
た
も
の
と
わ
た
く
し
は
見
る
の

で
あ
る
。

七

池
田
亀
鑑
博
士
は
下
巻
前
半
の
前
国
家
本
の
訓
釈
の
記
し
方
が
、
文
中
に
割

注
の
形
式
で
行
は
れ
て
ゐ
る
の
を
、
「霊
異
記
原
本
の
古
態
を
存
す
る
の
も
の
」

と
考
へ
ら
れ
、
ま
た
文
末
の
類
型
所
文
言

（本
稿
二
に
所
説
）
の
な
い
こ
と
に

つ
い
て
、
景
戒
初
稿
本
に
お
け
る
そ
れ
の
存
在
を
疑
は
れ
、
且
つ
下
巻
の
後
半

か
ら
は
前
国
家
本
の
体
裁
が
真
福
寺
本
の
そ
れ
に
近
く
な
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
日
本
霊
異
記
の
原
本
そ
の
も
の
が
、
こ
の
下
巻
第
十
四
を
境
に
し
て
小
さ

く
纏

っ
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
定
を
せ
ら
れ
た
ｃ

（
「国
文
学
踏
査
」

第

一
輯
。
松
浦
貞
俊
氏

「
日
本
霊
異
記
」
研
究
篇
Ｎ
Ｎ
頁
に
拠
る
。）
ン」
れ
に
対

し
て
松
浦
氏
は

「前
田
家
本
下
巻
前
半
に
類
型
的
文
辞
の
な
い
の
は
省
略
の
結

果
と
思
ふ
」
と
反
対
の
意
見
を
述
べ
て
を
ら
れ
る
。
つ
ま
り
池
田
博
士
は
前
田

家
本
を

Ａ
初
稿
本
に
近
い
も
の
∨

と
考
へ
ら
れ
た
の
に
対
し
て
松
浦
氏
は
、

∧
真
福
寺
本
よ
り
新
し
い
も
の
∨
と
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
わ
た
く
し
が
本
稿
二
三
四
に
お
い
て
検
討
し
て
き
た
如
く
に
、
前

国
家
本
は
矢
張
り
初
稿
本
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
下
巻
前
半
に
お
い
て

増
補
精
撰
せ
ら
れ
た
も
の
が
真
福
寺
本
で
あ
る
と
い
ふ
の
が
、
伝
来
の
事
実
に

略
近
い
や
う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
池
田
博
士
の
推
定
が
妥
当
で
あ

っ

た
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

真
福
寺
本
で
は
破
損
し
て
ゐ
る
た
め
に
綾
斎
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
ゐ
た
下
巻

の
序
文

（高
野
本
は
逸
脱
）
の
前
三
分
の
一
の
百
七
十
七
字
は
、
前
田
家
本
に

よ
っ
て
始
め
て
補
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
部
分
に

「今
探
是
賢
劫
尺
迦

一

代
教
文
有
三
時
。　
一
正
法
五
百
年
二
像
法
千
年
三
末
法
万
年
。
自
仏
涅
槃
以
来

迄
千
延
暦
六
年
歳
次
丁
卯
而
運

一
千
七
百
十
二
年
。
過
正
像
二
而
入
末
法
。
然

日
本
従
仏
法
僧
適
以
還
迄
手
延
暦
六
年
而
運
二
百
舟
六
歳
也
」
と
あ

っ
て
、
こ

の
序
文
の
制
作
さ
れ
た
の
が
∧
延
暦
六
年

（七
八
七
）
∨
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
前
田
家
本
第
升
七

（真
福
寺
本
第
舟
八
後
半
）
に
よ
る
と
、
こ
の
年
九

月
四
日
の
夕
、
景
戒
は
煩
悩
に
ま
と
は
れ
て
日
夜
奔
走
し
、
俗
家
に
あ

っ
て
妻

子
を
か
か
へ
、
養
ふ
に
食
も
な
く
、
衣
も
な
く
、
薪
も
な
く
、
そ
の
他
生
活
に

入
用
な
何
物
を
も
持
た
な
い
貧
窮
の
ど
ん
底
に
あ

っ
て
、
不
安
に
襲
は
れ
、
心

の
動
揺
押
へ
難
く
、夜
昼
と
な
く
寒
さ
に
ふ
る
へ
、
空
腹
に
た
え
か
ね
て
ゐ
る
。

こ
の
や
う
な
悲
惨
の
境
に
追
ひ
込
ま
れ
て
ゐ
る
の
は
、
前
世
に
お
い
て
僧
侶
に

物
を
与
へ
な
か
っ
た
報
で
あ
る
と
反
省
漸
愧
し
て
寝
た
。
と
こ
ろ
が
夜
半
、
夢

中
に
乞
食

（沙
弥
鏡
日
）
が
現
れ
て

「諸
教
要
集
）
を
写
せ
と
言

っ
て
そ
れ
を

置
い
て
い
っ
た
。
景
戒
は
そ
れ
が
契
機
と
な

っ
て
∧
正
覚
∨
を
な
す
に
至

っ
た

と
書
い
て
ゐ
る
ｃ

日
本
霊
異
記
の
初
稿
本
は
こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
考
へ
て
、
下
巻
前
半
部
と
前

田
家
本
に
存
す
る
序
文
と
の
合
し
た
も
の
は
、
延
暦
六
年
九
月
四
日
以
降
の
そ

の
日
に
遠
か
ら
ぬ
頃
に
成
立
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
下
第
舟
九
の
後
半

（前
田
家
本
欠
文
、真
福
寺
本
に
よ
る
。）
に

「然

歴
十
八
年
而
平
安
宮
治
天
下
山
部

（桓
武
）
天
皇
御
世
延
暦
五
年
歳
次
丙
寅
年

則
生
於
山
部
天
皇
々
子
。
其
名
為
神
野
親
王
。
今
平
安
官
疏
十
四
年
治
天
下
賀

美

（嵯
峨
）
天
皇
是
也
。
…
…
而
是
天
皇
者
出
弘
仁
年
号
伝
世
」
と
あ
る
の
に

よ
っ
て
、
本
書
成
立
年
代
の
下
限
は
弘
仁
の
末
年

（嵯
峨
天
皇
は
大
同
四
年
四



月
に
即
位
せ
ら
れ
て
翌
年
九
月
十
九
日
に
弘
仁
と
改
元
、
弘
仁
は
十
四
年
ま
で

続
く
が
そ
の
年
に
淳
和
天
皇
の
即
位
が
あ
る
の
で
嵯
峨
天
皇
の
治
世
は
弘
仁
十

三
年
（
八
三
二
）
ま
で
ほ
ぼ
十
四
年
で
あ
る
。）
で
あ

っ
て
、
こ
の
三
十
四
五
年

の
間
に
、
前
田
家
本
後
半
部
が
出
来
、
次
い
で
既
述
の
今
昔
物
語
編
者
が
手
に

し
た
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
へ
と
成
長
し
、
恐
ら
く
平
安
末
期
ま
で
に

は
真
福
寺
本
の
や
う
に
相
当
増
補
さ
れ
、
精
撰
せ
ら
れ
た
も
の
が
形
づ
く
ら
れ

て
き
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
ｃ

上
巻
中
巻
の
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
は
手
が
か
り
を
得
て
ゐ
な
い
の
で
、
延

喜
六
年
の
段
階
で
興
福
寺
本
が
成
立
し
て
ゐ
た
と
も
断
定
し
か
ね
る
が
、
景
戒

自
身
に
、
か
ね
て
か
ら
の
用
意
が
あ

っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
上
巻
中
巻
も
、
下

巻
に
お
け
る
程
度
に
は
、
そ
の
年
に
出
来
て
ゐ
る
は
ず
で
あ
る
と
考
へ
る
べ
き

で
あ
ら
う
。

附
記
　
　
本
稿

一
の
高
野
本
に
つ
い
て
は
、
小
泉
道
氏
が
上
野
図
書
館
本
の

善
本
な
る
旨
を
論
証
し
て
を
ら
れ
る
。
∩
霊
異
記
の
高
野
本
を
め
ぐ

っ
て
―
高
野
本
原
本
想
定
の
試
み
―
」
国
語
国
文
昭
和
３．

．
８
）
本

稿
二
の
武
田
博
士
本
と
記
し
た
の
は
、
後
出
の
武
田
祐
吉
博
士
校
注

に
よ
る
日
本
古
典
全
書
　
日
本
霊
異
記

（朝
日
新
聞
社
刊
）
の
こ
と

で
あ

っ
て
、
そ
の
表
の
行
数
の
項
に

・３
と
あ
る
の
は
、
そ
の
頁
の
終
り

か
ら
三
行
日
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
本
稿
五
の
調
査
に
つ
い
て
は
、

そ
の
正
確
を
期
し
て
加
藤
勝
美
さ
ん
の
助
力
を
求
め
た
。
本
稿
六
の

今
昔
物
語
は
長
野
嘗

一
氏
校
訂
の
日
本
古
典
全
書
　
今
昔
物
語
に
拠

っ
た
。




